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橋 ポ リ エ チ レ ン 絶 縁 ケ ー ブ ル 及 び 難 燃 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン ジ エ ン ゴ ム
(F R -E P DM )絶縁ケーブルの絶縁体の管状供試体を，熱・放射線環境に暴露し，
その後，引張試験による破断時伸び ( E AB )測定，架橋度測定，示差走査熱量










ンゴム ( S i R )絶縁ケーブル及び F R -E P D M絶縁ケーブルについて，熱・放射線に
より経年劣化を模擬的に付与した上で，重大事故の環境を模擬するため，放
射線暴露及び最高温度 2 2 0 °Cの蒸気暴露を逐次で行っている。さらに，蒸気
暴露中にケーブルの絶縁抵抗を継続的に測定し，ケーブル長さ 1 m当たりの絶










































いる。まず， S i R絶縁ケーブル， F R -E P DM絶縁ケーブル及び難燃架橋ポリエ
 3 
チレン絶縁ケーブルについて，熱・放射線により，経年劣化を模擬的に付与








ように，最新の IE E E規格に基づく燃焼試験等から，劣化処理を行ったケーブ
ルの難燃性が維持されることを明らかにした本成果は，原子力発電所で使用
されている経年ケーブルの難燃性を評価する上で重要な知見である。  
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